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２０１７年度時点で建設業関連職人が全国に３３１万人
その内５５歳以上の高齢者が３４％２９歳以下が１１％と若手の担い手不足
※実数ベースでは、建設業事業者のうち平成２８年と比較して５５歳以上が約３万人増加、２９歳
以下は約１万人減少。

建設業界の現状＜全国的に深刻な職人不足＞



京都職人育成アカデミーの設立趣旨

職人不足が大きな課題となる中
今後は更なる人材育成の必要性を考え、
より一層の付加価値の高い技術を身に着ける
ことが急務である。

平成３０年２月
仕上工事６社による京都職人育成アカデミーを設立

（厚生労働省建設労働者緊急育成支援事業受託）

専門工事会社１社だけによるトレーニングが限界



京都職人育成アカデミーの狙い

建設仕上工事６業種の職人を育成、
雇用を目指す!

①ものづくりに触れる場を作る
知らない人にも建設業の素晴らしさを伝え就業を促す

②経験豊かなベテラン職人から直接指導を受ける
プロの素晴らしい技術を実体験することで目標を持って貰う

③様々な内装仕上げ業種を体感、自らに合った職
種を選べる
自分で決めた仕事に就く事で離職率の低下を目指す



木津川市役所様との打ち合わせ 住民様への説明会

木津川市役所様からご支援頂き、
「当尾の郷会館」を

無償で借り受けることができました。
広い場所での実技・モックアップ製作が可

能になりました。

加茂町にお住いの住民様にも
お集まりいただき、

この事業をご理解して頂けるように、
貴重なお時間を頂戴して
ご説明させて頂きました。



当尾の郷会館利用場所

受講生が休憩所として利用 体育館半面を利用

キズ・汚れがないように
建団連様手配のとび工の方に養生を

お願いしました。
冷たい飲み物が飲めるように
冷蔵庫も完備しております。



表敬訪問その後記者会見

この事業を多くの人たちにご理解して頂けるように、
市役所内での記者会見に参加させて頂きました。

木津川市⾧の河井規子様とも職人育成についてお話させて頂き、
８月３１日に行われた視察会にも来て下さりました。



授業内容の打ち合わせ

毎月ＯＢＰ９階で授業内容等の打ち合わせをさせて頂きました。
まずはものづくりの楽しさを知ってもらいたい。
初めてで不安な職人の世界へ羽ばたく受講生を、

少しでも自信がつくような濃密なカリキュラムを組み立てる努力をしました。



新たな取り組み

新たな取り組みとしましては、
鹿島建設様にご依頼したモックアップ図面の作成です。

本格的な図面を使用することで、より現実的な体験をしてもらいます。



ミライの職人を育むための各種育成の流れ

開講式 座学
大阪職人育成

技能
当尾の郷会館

モック
アップ
当尾の郷会館

閉講式 就職
支援



皆様のご協力もあって、７名の受講生が集まり「８月２２日」に、
開講式を迎えることができました。

開講式後は、建団連様手配の講習や、足場特別教育をおこないました。

昨年実績:開講式（2018年８月２２日） 熱中症予防・AED（８月２４日）

足場特別教育（８月２４日）



座学授業

8月25日 軽鉄・ボード 8月27日 左官

ただ座学の授業をするだけではなく、
実際の材料に触れてもらい、簡単な作業をしてもらいました。
ペーパーレス化にすることにより、紙をなくす心配もなく、

いつでも簡単に見直すことができます。



実習授業

8月29日 とび工 9月1日 木工事

座学で学んだ知識だけではなく、工具等を実際に使用させます。
なぜこのような作業をする必要があるのかをしっかり明文化して伝えます。



実習授業

9月６日 塗装・クロス床工

地域の方に喜んで頂きたく、校舎を塗装させていただきました。
「来年も来てほしい、いつか成⾧してまた顔みせてほしい」と

住民の方から言ってもらってこそ、このアカデミーの成功だと思います。



木津川市役所様ご協力イベント

たくさんの国宝がある木津川市での見学会。
船寺、浄瑠璃寺、御霊神社、相楽神社を訪れ、伝統建築の改修現場で活躍され

た名工たちから建物に携わる思いを聞きました。

木津川市 匠の技文化財見学



木津川市役所様ご協力イベント

この育成事業の為に、当尾の郷会館の管理人もされている
「OH!BaaaaaZ（オーバーズ）」の皆様が、

地元の食材を使用したお弁当を届けて下さりました。

手 作 り お 弁 当



モックアップ授業

卒業制作として、一部屋を受講生たちで制作しました。
完成した時の喜びを味わってもらいます。
協同で作業をおこなうことにより、

チームワークの大切さを学んでもらいました。

製 作 途 中 完 成 品



視 察 会

２日間視察会を開きました。
近畿地区のハローワーク様、市役所様、住民の皆様、

各メディア、大手ゼネコン様
遠方にも関わらず、たくさんの方々がご来場して下さりました。

８月３１日 軽鉄・ボード ９月１１日 木工事



職人として必要な資格取得（６日間）

座学の授業前に熱中症予防・救命救急（ＡＥＤ）・足場特別教育を取得。
資格取得認定校にて内装仕上げ業に大切な、

自由研削砥石（グラインダー）特別教育・玉掛け・高所作業車（10ｍ未満）
の３つの資格を取得します。

資格を取得することで職人としての自覚ができ、仕事への意欲を高める。



京都職人育成MEMORIES



閉講式・面接会

６業種と受講生がそれぞれ授業を通して感じた感想を述べ、
自ら選んだ職種の企業に、面接・採用内定をします。

受講生が面接をしてほしい凝集を選び、今後の職人としての話をします。



職人育成アカデミー

夢ある職人をたくましく育成するシステムをデザイン

厚生労働省・国土交通省

大阪労働局

ハローワーク

企 業

メディア

京都府・大阪府



多くのメディアにも注目して頂きました

２０１８年４月７日
日経新聞掲載 リカレント教育支援事業 2018年10月3日

日刊建設工業新聞



今後の職人育成事業活動予定

①職人育成アカデミーの開講（建設労働者緊急育成事業の実施）
● 第一期（２０１８年 ８月～ ９月）… 無事終了
● 第二期（ ２０１９年５月～ ６月）… 開講予定

②地元地域との連携を深め地域貢献を目指す
● 加茂町（木津川市）との定期的交流
● 地域の各種行事への参画

③職人育成アカデミーを通じて建設業界への啓蒙活動
● 育成事業が全国にさらなる波及する効果創出



平成３０年度の京都育成アカデミーは
関係者各位のご支援頂いたおかげで開講することができました。

関係者各位のご期待に添える様、更に一層努力して参ります
ご清聴ありがとうございました


